
私
は
一
九
一
九
　
（
大
正
八
）
　
年
十

一
月
生
ま
れ
で
、
今
年
八
十
九
歳
に

な
り
、
夫
、
子
供
、
孫
に
囲
ま
れ
、

幸
せ
な
日
々
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

母
校
原
町
女
学
校
の
教
師
に

思
え
ば
も
う
六
十
六
年
も
前
の
話

で
す
が
」
　
昭
和
十
七
年
四
月
、
私
の

母
校
で
あ
る
原
町
高
等
女
学
校
教
師

と
し
て
着
任
と
同
時
に
、
新
入
生
一

た厳職年
O Lの一

夢組
の
組
主
任
と
な
り
、
私
の
教

か
な
っ
た
喜
び
と
と
も
に
、

い
現
実
に
と
ま
ど
う
毎
日
で
し

そ
し
て
二
年
、
三
年
と
担
任
は

持
ち
上
が
り
、
自
分
の
職
業
に
誇
り

と
希
望
を
抱
き
つ
つ
生
徒
の
指
導
に

励
み
ま
し
た
。

ぺ

和
十
九
年
十
月
動
員
へ

四
、
五
義
の
三
年
生
首
二
十
名

や
が
て
、
太
平
洋
戦
争
が
日
増
し

に
激
化
し
て
き
た
昭
和
十
九
年
十
月
、

原
町
高
等
女
学
校
三
年
生
に
学
徒
動

員
の
命
令
が
下
っ
た
の
で
す
。
当
時

十
四
、
十
五
歳
の
可
憐
な
少
女
た
ち

百
二
十
名
が
、
学
校
長
半
谷
虎
雄
先

生
の
教
訓
だ
っ
た
“
大
和
な
で
し
こ

の
精
神
″
　
を
胸
に
い
だ
き
、
十
月
十

四
日
、
郡
山
市
の
日
東
紡
績
富
久
山

工
場
に
出
動
し
た
の
で
す
。

払
鯵
遅
れ
て
豊
年
■
月
瞥
山
へ

私
が
郡
山
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
、

生
徒
か
ら
三
カ
月
遅
れ
の
二
十
年
一
月

で
、
多
少
気
楽
な
旅
立
ち
で
、
乗
車
券

の
購
入
に
は
制
限
が
あ
り
、
特
別
に
知

人
に
依
頼
し
て
手
に
入
れ
ま
し
た
。

当
時
私
は
二
十
五
歳
、
原
ノ
町
駅
を

朝
5
時
の
汽
車
に
乗
り
、
生
ま
れ
て
初

め
て
の
郡
山
駅
に
下
車
す
る
と
、
降
り

積
も
っ
た
雪
が
歩
道
の
脇
宜
一
メ
ー
ト

ル
位
あ
り
ま
し
た
。
膝
下
ま
で
あ
る
ゴ

ム
長
靴
を
は
い
て
工
場
へ
向
か
い
、
幸

い
バ
ス
に
出
会
い
、
富
久
山
工
場
ま
で

乗
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
バ
ス
の
窓

か
ら
の
景
色
は
、
降
り
積
も
っ
た
雪
に

太
陽
が
輝
い
て
と
て
も
ま
ぶ
し
く
、
ま

さ
に
一
面
の
銀
世
界
で
し
た
。

工
場
へ
は
午
後
三
時
ご
ろ
着
き
ま
し

た
。
正
門
の
守
衛
さ
ん
に
受
付
を
済
ま

せ
工
場
に
入
る
と
、
建
造
物
の
壁
は
墨

流
し
の
模
様
で
黒
く
偽
装
さ
れ
、
ガ
ラ

ス
窓
に
は
紙
貼
り
が
し
て
あ
り
、
■
軍
需

工
場
の
物
々
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
寮

に
案
内
さ
れ
、
先
に
引
率
し
て
い
た
日

迫
豊
先
生
と
松
崎
　
（
大
島
）
　
節
子
先
生

に
お
会
い
し
説
明
や
指
導
を
い
た
だ

き
、
早
速
目
迫
先
生
が
生
徒
達
の
仕
事

の
現
場
へ
と
案
内
し
て
く
れ
ま
し
た
。

○
鈴
木
千
代
子
さ
ん
は
、
前
回
の
「
私
の
戦
争
体
験
」
の
阿
部
信
子
さ
ん
の
恩
師
で
、

郡
山
市
の
工
場
へ
、
原
女
百
二
十
名
の
動
員
生
徒
を
引
率
さ
れ
た
先
生
の
一
人
で
す
。

生
徒
の
鴨
く
妻
に
曹
糞
も
出
ず

紺
色
の
ス
フ
サ
ー
ジ
の
作
業
服
に
身

を
か
た
め
た
生
徒
た
ち
の
、
き
び
き
び

と
働
い
て
い
る
姿
に
接
し
、
懐
か
し
い

対
面
な
の
に
安
堵
と
い
じ
ら
し
さ
を
感

じ
言
葉
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
心
の
中

で
　
「
ご
苦
労
様
」
　
と
、
た
だ
頭
が
下
が

る
思
い
で
し
た
。

こ
の
工
場
に
学
徒
動
員
さ
れ
て
い
た

の
は
、
他
に
磐
城
高
等
女
学
校
と
川
俣

工
業
学
校
の
二
校
で
し
た
。
原
女
生
も

顔
見
知
り
に
な
り
、
苦
し
い
中
に
も
交

流
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

私
の
毎
日
の
任
務
に
、
生
徒
か
ら
頼

ま
れ
た
買
い
物
や
常
備
薬
の
購
入
で
、

町
へ
出
か
け
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。
で
も
工
場
内
で
生
徒
た
ち
の
作
業

現
場
の
巡
視
が
最
も
大
事
で
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
の
健
康
状
億
な
ど
も
み
た
の

で
す
が
、
そ
の
任
務
の
方
が
楽
し
み
で

し
た
。
　
　
　
　
　
（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

▲同道288号線沿いにある都山市日東紡
績暮久山工場正面．動員された麻女第17回
生120人は、終戦の年の4月12日、このエ壕
で米軍の829六十機の激しい空襲にあう。



苛
酷
尊
重
青
嶋
に
耐
え
て

紡
績
工
場
で
す
か
ら
、
生
徒

た
ち
は
悪
臭
や
騒
音
に
悩
ま
さ

至芸蒜讐笠霊芝芸雷雲と芸等雷芸と

そしな煽風を　圧らはた型にによ造耐仕し晶れ
うてがらよ覚窯感せこりに粘防う場火事たで、
でいられけえ場さてりの人士空なでレで　0手厳
ナ、，　、ム＿　＿，　　　▲　ふ．山、＿　＿よ，　L　＿＿－．．一　　　　二亡′　－　　▲

る
生
徒
も
い
て
、
可
愛

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
な
い
野
外
の
北
風
に

身
を
切
る
寒
さ
に
耐
え

窒妻漂墓室華垂重要
恐
怖

胸
を
痛
め
た

苛れ寒

酷たさ
でりに

気し耐

腹に　にだ顔にだ‾作穴鱒蒜？てえ

羞完詰まり雷雲警雛霊長
に
、

ガ
ラ
ス
繊
維
を
整
理

あ膳、でま作

は
ケ

で
、

か
ら

成恥
長八
盛時

ー
刀

食
事
の

時

間のら
に生午
な徒後

一
目
散
に
食
堂
に
入
り
ま
す
。

の
井
飯
で
、
時
に
は
白
米
飯

り
ま
し
た
が
、
大
根
飯
や
さ

い
も
や
そ
の
蔓
　
（
つ
る
）
　
の

た
ご
飯
、
又

た
ご

た
味
噌
汁

た

こ

と

わ争ひ
にも

勝じ
ついを

え
ず
頑
張ま思覚に飯
つでいえ梅や
てはでて干き

あいしゆ■は

つまがう　う

」
　
と

育てす普り　ど
春も　○通のん
も二常だ入粉

い
た
の
で
す

0味戦につつの

蒙
か
弓
の
小
包
に
垂

時
に
は
故
郷
か
ら
小
包

砂やもき
糖米あ’

子
、

餅
な

ど千ををり部
倹しか炒ま屋

中
大
騒
ぎ
に
な
る

の
愛
情
が

の
ば
か
り

深場
おれ・干た㌫

作

のれ大こが
業に豆と届

く
親
や
家
族
は
、

減
ら
し
て
子
供
の

た
と
思
い
ま
す
。

皆
で
仲
良
く

て
い
ま
し
た

で
夜
学
が
あ

り　〇分

ま夜け

れ
て
居
眠
り
に
な

り　し八合生た自
身た時っ徒め今
はが過てたにし

入、ぎ食ち送食

ず
、
そ
の
後
の
入
浴
も
一
過

に
二
、
三
度
で
、
大
勢
な
の

お
湯
も
少
な
く
な
り
、
最
後

人
は
足
だ
け
洗
う
の
が
関
の

と
か
ち
有
様
で
し
た
。

曇
を
薫
漆
し
て
退
治

洗
濯
も
満
足
に
は
で
き
ず

生の実血寄衣
類生虫でにを

をし始吸にに
末いも

悩い
また

蚤
　
（
の
み
）

さ

れ
ま
し
た
。

．
軽
く
て
た
ま
ら
ず
、

の
悪
い
や
つ
か
い
も

た
。
こ
の
不
気
味
な
寄

駆
除
す
る
方
法
は
、
薄

柿

▲戦争も終わり平和がもどった昭和脚年秋の速足。
原町区石神、薪郵Ilにかかる木道の頼（かや）
ノ木構にて。鈴木先生は最前列の左饗です。

十和　　　　く何境
年で
経満

足
な
看
病
も

煮
沸
し
て
退
治
す
る

ま
た
生
徒
に
病

も
、
充
分
な
薬
も
な

部
屋
で

洗
面
器

の
中
に
衣に火

でく人の類お鉢
悪がでを湯に
い出す人を火
環て　0れ沸を

き
ず
、

つ
て
も
大
変
申
訳
け
な

お
詫
び
す
る
ば
か
り
で
す
。

昭
和
二
十
年
四
月
十
二
日

群
山
市
の
大
空
襲
に
遍
う

と
こ
ろ
が
、
終
戦
間
近
の
昭

時十
年頃

、四

ア月
十
二
日
、
午
前

メ

リ

カ

軍

の

B

2
9
の
爆
撃
を
う
け
、
工
場
は

壊
滅
、
死
者
百
二
十
一
人
、
負

傷
者
二
十
七
人
の

た
。
幸
い
、
原
女

な
く
負
傷
者
も

に
不
幸
中
の
幸

け
と
思
わ
ざ
る

をい数
得’名生大
ま神でに空
せの

んお本者で
で助当はし

し
た
。
命
か
ら
が
ら
逃
げ
ま
わ

っ
て
避
難
し
、
野
宿
で
一
夜
明

か
し
て
工
場
に
戻
り
、
即
、
原

町
へ
帰
宅
の
運
び
に
な
っ
た
の

で
す
。
（
前
回
掲
載
、
阿
輝
信
子

さ
ん
の
r
私
の
戦
争
体
験
」
蓼
照
）

蓋

世

に

伝

え

た

い

こ

の

よ

う

な

数

々

の

苦

し

い

でいしを体

験
を
生
ん
だ
悲
惨
な
戦
争

、
将
来
と
も
決
し
て
繰
り
返

て
は
な
ら
な
い
と
後
世
に
言

伝
え
る
の
が
私
た
ち
の
任
務

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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